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○再整備・再配置の方向性  
（１）地域対応施設 
施設名 再整備・再配置の方向性 整備パターン メリット・デメリット 
地区セ

ンター 既存施設（公民館）の活用

を前提とする。  
※地区センターに移行し

ない施設は地区での意見

交換を踏まえて活用方法

を検討する。 １ 扇町屋公民館を活

用する案 【メリット】 
・防災拠点としての配置を考慮

すると、小・中学校との配置バ

ランスが良い。 
【デメリット】 
・自動車でのアクセスが増える

ことが想定されるが、周辺道路

の幅員が狭い。 
・複合化による施設拡大や駐車

場確保に向けた敷地拡張の余地

がないため、駐車場を離れた場

所に設置する必要がある。 
２ 久保稲荷公民館を

活用する案 【メリット】 
・小中学校が近くに位置するた

め、学校との連携が図りやすい。 
【デメリット】 
・一部が借地であるため、土地

の購入を検討する必要がある。 
・複合化による施設拡大や駐車

場確保に向けた敷地拡張の余地

がないため、駐車場を離れた場

所に設置する必要がある。 
３ 地区内の公共施設

跡地等に移転して

新設する案 【メリット】 
・施設設置後、移転ができるた

め業務の休止期間が生じない。 
【デメリット】 
・施設建設までに期間を要す。 

小学校 市街化が進んでいる地域

であり、新たな学校用地と

なり得る広い土地はない

ため、既存施設を活用する

ことを前提とする。 １ 扇小学校を活用す

る案 【メリット】 
・継続して活用するため、安定

して運営することができる。 
【デメリット】 
・他の施設を複合化する場合、

敷地拡張が難しい。 
学童保

育室 小学校の改修に合わせて

校舎への複合化を図る。 １ 扇･扇第二学童保

育室を扇小学校に

複合化する案 【メリット】 
・複合化することにより施設面

積が縮減できる。 
【デメリット】 
・待機児童が生じないようにす

るためには、施設規模の拡大が

必要になる可能性がある。     
豊岡第一地区 
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施設名 再整備・再配置の方向性 整備パターン メリット・デメリット 
中学校 市街化が進んでいる地域

であり、今後新たな学校用

地となり得る広い土地は

ないため、既存施設を活用

することを前提とする。 １ 向原中学校を活用

する案 メリット】 
・継続して活用するため、安定

して運営することができる。 
【デメリット】 
・他の施設を複合化する場合、

敷地拡張が難しい。 
保育所 施設が老朽化しているた

め、豊岡地区内の３つの保

育所（豊岡･黒須･高倉）を

統合して、新たに施設を整

備する。 １ 既存施設がある土

地を活用する案 【メリット】 
・市の所有地の場合、新たな用

地取得が不要である。 
【デメリット】 
・工事期間中、施設の休止や代

替施設が必要である。 
２ 地区内の公共施設

跡地等に移転する

案 【メリット】 
・施設設置後、移転ができるた

め業務の休止期間が生じない。 
【デメリット】 
・施設建設までに期間を要す。 
・市の所有地でない場合は、土

地を購入する必要がある。 
老人憩

いの家 施設更新は行わず、地域の

自治会等への譲渡を検討

し、施設機能は、他の地域

対応施設に移転する。ただ

し、高齢者の利便性が著し

く低下する場合は、一部施

設の継続も検討する。   【メリット】 
・譲渡することにより施設面積

が縮減できる。 
【デメリット】 
・高齢者の利便性が低下する可

能性がある。  
（２）広域対応施設 

施 設 名 再整備・再配置の方向性 
扇台福祉作業所 長寿命化を図る。   


